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日―タリーの第 2世 紀の第 1章 を書 こう ′
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◎涼難               々 荘亀 Juけ 帯

◎国政却唱

日―タリーソンク に北ウ勇財勘

SAA委 員会 功中

ソンクリーター 吉 尺 洋 泉

リーでこの家を購入することにな り そ の募全を皆

様方にお類いすることにな りました。

②木臼例会後 理事会を開催いたしますので役員 理

事の皆様のご出席をお願いします。なわ未週はか

す―訪府の/・め例会日が変真にな りますので木 日は

そのため繰 り上↓すですd

③先燈ご協力頂ウ トリーサ豪全の絶額が 475∽

四になりました。早速基全させて頂_~ます。こ協力

ありがとうござしヽました。

④4到 簡1貢報 ∞ 10地区大会 Nθ lrロータリーの友)

◎報 告 需 鮪 報

①未週の例会は 70月 71日 の()ガベナー調■l gR

C合周例会に振り書えです。査祭料▼2 0θθは当日真

付で集全します。全員登録ですのであ煩いします。

②配布物 4剣 育情報 日 一タリーの友 10月号 +1月

10日 (木)イ ンターシテイーミーテイングのベンフレ

ント

マ蘇呈回覧で出席者を確認させて頂きます。全員出席

を擁 いします)

⑤回 覧  効 安ニュータウンタイムス (lj周年記企式良

言韓 )  Zθθ4-■2005 印 ぞ事虐事  ヨミラヽ券

RC10周年の実内咲 (あ申し込みは 10/19までに事務島

へ)2θ 餌 年国蒔 轟 9月 17日～ 19日開催 の

27jθ地医第 2回 ライラセミナー報告書

周山西高 RC

◎熱 告

①カムリーベンク支援のあ標 けヽ

考章】亀 Jヒホす ==,ラ

猿谷 氏 史 榛

わしチ| ネロ″馬 イ葉

都田 浩 司 様

椎原 裕 二 榛

銀  Jtオす 筆

この募食には和 カベナーt力 を入れてありまして

ガベナー補佐 地区車 ら`t巨 ねてヨ請がきて

いますのでご協力わ寝いいたします。節め切 りは9

月末日ですので今日集めて早速茎全させて痕きます。

これはあくまでt自 由れとであり今回限 りで □ ―タ

リー鋼 の新 と↓割関係ないということで装 を額

いしたいと星います。

くカムリーフヽンクにつレヽて>

□一タリーの創設者であるパール ペ リスはジーン

トンプツンと結婚 しシカゴ郊外に 191Z年 家を巌

入 した。夫妻t=豊かな自然に夏まねえ この家を発し

香ジーンタ幼 少期力`ら少女期まで過ごしたスコント

ラン トの風物 と良くII_ていることか らゆか りの名

「カムリーベンクJを その地の名 とした。夫書はIA

後 35剣 苛すなわち夫のポーリレカせ くなるまでこの

家で暮らした。ロータリー,舌動の差盗期から立派な

基わ勤案 かれるまでの周 パ ール ヘ リスはこの象

を軸 として活動 し こ の家で命を終えた。ポールの

死後  ジ ーンはこの家を手難 した力堀 近国際□―タ

◎出席報告

〔委員会報割

出席委員会 口 島兵由実

会員俺数    42名

出席動 者数  41名 (出席え除者2名 )

出席者数    28名

欠席者数    73名 修前 γυ3名 )

出席=  75 67%
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椋填Mυ !阿部 革 歌 l1/4 東 京効唇RC

末尾 恭 雄 3123地 区戦業奉仕委員会

大松 景村~ 9/郷
 多 験 6野 球大会

盛本 古 丈 9/29 効 チ東C野 唯

伊 畢ケイ子 9/_29 多 摩東6野 球大会

9/27 6TIE出 席率 75ャ 6T%

◎ニコニコBOX   規 睦潤助委員会 海 野 策 一

Jctオ 手 彦 猿 谷保 卓 話宜しくお願いします。地球―

月の殊某 しみです。

篠崎 ― 雄 篤 きを痕く猿谷さた 籾い さん 都日きた

宜しくわ寝レヽ致します。

日本  誠 猿谷君の話 楽 しみ。実はこの周 周しヽた

けと

赤足  恭 雄 猿谷さん p併 さた 都日きた ようこそ。

卓話楽 しみにしてお ります。

日本オ  宏  甲 子園に行 けなくて残全で した。大公され

ご告カオ業でし/・。

古天 キ 景 猿 谷 業 籾聞 京 都日オ嘉 よ うこそも本日

の毒 舌某 しみです。

,章手 弘 範 +00日 間の船旅の卓話夫 しみにしておりま

す 。

根木  案 守 又 ペ リでテロ 友 人 の日―タリアレ築事で

したが 世 界中狂 つてますね。

私生口政 由  「 "utttき のこを育てるЛ巴や しかな メ」ほ

たとなの ?

后木 淳 光 野球大会準倒券を祝 して ブツ

,毎寄 尖 ― 先週欠片 いた しまし/・ので

″   野 球 牟 倒らわめで とうござし■ す。

の合計 ▼ 75ャ OO O (具 計 ¥3 9 5 , 0 0 3 )

ネカムリーフヽンク豪 について 騎池  較 会員

北材会長より百詢31のありました寡全は役額 32 5jθ用

にな りました。昏様ご協力 ありがとうござ卜よじた。

◎卓話 『100日周の船旅 〔地球判 ヨ)』 猿 谷 氏史様

<Pecce P「 θJeC迎多摩J(略 称 PPつ 都田様より簿 レ

PP「とは ビ ースポー ト 個 違に記められた NCθとして

,舌動 のネ抑 人であリフォトジャーナリス トのわ研

汗D馬さたら 奈たメンペーカ土 ち上げたtの で 「幼要か

ら世界ヘ ソ世界″`ら効質へ ′」を合言葉に京たから集め

ら在 基金により こ れからの社会に末められるメご材を

つ勢し区から 7名選出し ビ ース京― 卜の 「世界判 罰J

結抹に来遣 しようとするtの で 今 回は猿谷君う婆 ばれ

ました。                     _

<猿谷さたのあ話〉

ピースポー トに未船 した体験談を写真を編集 したスラ

イ トをご覧頂 きなからわ言舌Lま す。私は今まで人と話す

こと力を 手でした。乗姶客は約 7000人 ですが全員知

らな しヽ人違 ばかりで 自分から話かけなとヽと力]り合 しヽに

なれませた。メインはお妹で船の中の生 舌″Wことんとで

す。寄さ地に降 りる前にネ仰 人の方 犠 師)が その

回のことを説明 してくれます。その議師のあ義 卜を手貴

経均に行うことで去還 ″増 えるようにな り そ の友違と

事さ地で行動 しり笥を共肴 しました。 こ の何かのきつ″`

けで嘲酎を共右することがいかに大事であるかを実差

しました。また ス ベインから次の事さ地のフランスま

で電車で移動 しました。移動の途中から一人で行動す″

ことにな つたのですが 言 葉tわ からず 字 t説 め☆

非 常に″(細 く寂 しくな った とき手かんで きたのは家

族 友 違の顔でした。言葉が通 しなしヽ私に海外の人は声

を力Hサ助けてくれよした。帰園したら家族を大手にしよ

う そ して日本でt困 つている人には す すんで声を掛0そ の他委員会報告

中軸 司交詫食 高木 事え会員 けた しヽ。 功け合いの気持 ちがトウヽ こ大阜であ

今年の規嵯郭 末大会力鞍申終 了し 見事業倒勝に輝きま

じた。ク抑 設以来初の快挙で今までは3位 力堀方 で

した。経週に '回戦 14衣 対東京勿奏 東京稲坂旬 ヨRC)

牟却 ら 179く 打東京謝布 RC)渕 壊攻 い250す 東痢 Rホ

●らささ RC)で す。来年う革 t刃 弾技に勝ち走めるチー

ムになるよう努力いた しますのでご協力 文 装をお殖しヽ

いた します。

るか そ ういうF_■であつたか

らこそ知 サくことが出来ました。

その剣 与ちは俺対にたれないよ

うにしようと星 つてしヽますd

々ヽ長  引ヒホす 】告,身

(令週の担当 小 印 央克)

◎挑 と農


